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　パリでオリンピックがありました。9月 8日までのパラリンピック閉幕
まで、様々な競技で様々なドラマ、感動の場面を目にしたと思います。オ

リンピックでは金メダル、一番になることを目指して参加している人がほ

とんどでしょう。 

　イエス・キリストには12人の弟子がいましたが、互いの間で誰が一番偉

いのかと論じあったことを聖書は伝えています。そのときイエス様は「だ

れでも、このような子どもを、わたしの名のゆえに受け入れる人は、わた

しを受け入れるのです。また、だれでもわたしを受け入れる人は、わたし

を遣わされた方を受け入れるのです。あなたがた皆の中で一番小さい者が、

一番偉いのです。」(ルカの福音書9章 48節 )と教えました。 

　イエス様の言葉で気になるのは「あなたがた皆の中で一番小さい者が、

一番偉い」と語ったことでしょう。このとき「子ども」も一緒にいたこと

がイエス様の言葉からも分かりますが、「このような子どもを、わたしの名

のゆえに受け入れる人」とは、どんな人なのでしょう？ 一般に「子ども」

は可能性の塊ですが未熟で訓練や経験で成長する前にいるといえます。そ

のため「子ども」は「受け入れる」とき「面倒だ」とか「手がかかる」な

どのマイナスな感情も生じやすいと思うのです。そんな「子ども」を「わ

たしの名のゆえに受け入れる」とはどういうことでしょう。 自分の思い、

感情、事情などを脇に置いて、イエス様に従う者として「子ども」を「受

け入れる」ということです。しかしイエス様を従うことを自分の感情や思

い以上に優先にすることは簡単ではありません。意思の力だけでは無理で

す。

   でもイエス様の言葉は「だれでもわたしを受け入れる人は、わたしを遣

わされた方を受け入れるのです」と続いていて、「わたし」イエス様「を受

け入れる人」は「わたしを遣わされた方」神様を受け入れることにもなる

と告げています。 ( 裏へつづく )
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　「神様」は人間とは別格の存在を表す言葉です。私たち人間には様々な

限界があり、弱さもあります。そんな私たちがイエス様を受け入れたこ

とで、神様も受け入れるのですから、私たちは神様に従うことになるの

です。神様は全知全能ですから、神様に従う人は「一番小さい者」であ

りつつ、全てのことをわきまえることが出来ることになります。 　

    結果、「一番小さい者」と認めた者が神様を受け入れることにより「一

番偉い」という、逆説的な真理を教えているのです。 私たちは「一番偉い」

者であろうとするとき、人と比較して自分の強み、優れているところを

誇ることに進むでしょう。しかし、イエス様を受け入れ、神様も受け入

れて従うとき、全知全能の神様の指示に従う「一番偉い」者とされるの

です。 自らを誇らず「一番小さい者」として、子どものように神様の前に

へりくだることは、弱いこと、情けないことのように感じる人もいるで

しょう。しかし、全能の神様に味方になっていただく以上に「一番偉い」

者になる道はありません。


